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3-I ツガの巨木
■ツガの巨木評価基準

A 幹周おおむね 7m以上の単幹樹、同等評価のツガの巨木。
B 幹周おおむね 5〜7mの単幹樹、同等評価のツガの巨木。
C B 評価以下のツガの巨木。

(栂)

■ツガの巨木の現状
ツガの巨木は、日本本土では目立った程の巨木が少なく、多くは屋久島(特に淀川流域・小揚子川流域)にあ

る。藩政時代、屋久杉の単幹樹はほとんどは伐採されてしまったが、なぜかツガの単幹樹は伐採を免れている。
そのため、屋久島の原生林にはツガの巨木が林立している。巨木 DB には 6m 代の記載が幾つかあり、ある程
度は調査されているようだが、命名されるに至っていない。それは、圧倒的なツガの巨木が見つかっていない
からだ。原生林の奥深くに、見事なツガの巨木があるかも知れない。よって、本書では今後の調査に期待し、
一部を紹介するに留める。
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のツガ

鹿児島県熊毛郡上屋久町ヤクスギランド
巨木 DB 幹周 9.1m だが、実際は 7m 程。測定方法不明。

鹿児島県熊毛郡上屋久町淀川流域
幹周 6m 代　樹高不明

宮之浦岳登山道沿いにあったツガで、この程
度のものは原生林に林立している。原生林の内
部調査をすれば、巨大なツガの発見が期待され
る。

兵庫県宍粟市山崎町塩田 丸山山中
幹周 5.87m 樹高不明 (Web 画像) 愛媛県東温市上林皿ヶ嶺

幹周 6.65m(分岐で膨らむ部分)　樹高 25m
(写真・Web 画像)


